
一般社団法人 栃木県作業療法士会 

令和 7年度 理事会議事録（第 2回） 

 

開催日時：2025 年 6 月 29 日（日）13：00 ～ 14：00  

開催場所：道の駅宇都宮ロマンチック村  第一研修室 

出席理事：坂田、仲田、須藤（智）、山口、有馬、野﨑、熊倉、野尻、上岡、信末、染谷、渡邉、須

藤（誠）、岩瀬、程塚、堀川、和田多、間瀬、伊是名、寺尾 

全理事 21 名中、20 名出席   

出席監事：横山          

欠席： 土屋 

陪席： なし                                       

順不同、敬称略 

                       

議案 

Ⅰ.決議事項 

1）理事会の人事について 

（1）会長・副会長の互選について 

選任後 2 年以内に終了する事業年度のうち、最終のものに関する定期総会の終結をもって役員

の任期満了に伴い、役員選挙を実施した。令和 7 年 5 月 20 日に立候補者の募集を締め切り、

役員立候補者数と定員が一致したため、無投票当選とし、定期総会後の本理事会において代表

理事（会長）及び副会長を互選にて決定した。 

 

代表理事 仲田 和恵  

副会長 坂田 尚昭  

副会長 渡邉 真一 

副会長 岩瀬 直樹  

副会長 山口 理貴 

副会長 野﨑 智仁 

 

なお、被選定者は席上、就任を承諾した。 

 

 （２）副会長の担当職務について 

副会長（事務局長）坂田 尚昭  

副会長（学術局長）渡邉 真一 

副会長（広報局長）岩瀬 直樹  

副会長（社会局長）山口 理貴 

副会長（地域局長）野﨑 智仁 

    →承諾した。 

 

 （３）理事の担当職務について 

理事（総務部）        寺尾 博幸 

理事（会員管理部）      堀川 拓哉 

理事（財務部）        程塚 貴弘 

理事（福利部）        信末 匡哉 

理事（事業部）        間瀬 智亮 

理事（制度対策部）      土屋 綾子 
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理事（広報部）        上岡 克好 

理事（ウェブサイト管理運営部）野尻 真生 

理事（教育部）        染谷 祐司 

理事（研修部）        和田多 優也 

理事（学会支援部）      須藤 智宏 

理事（福祉用具部）      須藤 誠 

理事（地域活動支援部）    伊是名 興平 

理事（地域共生社会推進部）  有馬 正人 

理事（災害作業療法推進部）  熊倉 万実子 

→承諾した。 

 

2）審議概要書について 

 （１）謝金規程一部改定について 

    回答 21件、うち賛成 18 件により、承認する。 

 

 （２）定款施行規則の一部改定について 

    回答 21件、うち賛成 18 件により、承認する。 

 

Ⅱ.審議事項 

1）士会備品について（渡邉） 

  ・備品整理を横山、渡邉で実施。（添付資料：備品・販促品管理情報シート 2025 年度 ） 

・備品管理情報シートへシート追加（一覧、備品管理場所先頭 Ver、ナンバーリング Ver） 

・管理方法について、検討いただくため横山、渡邉の意見として提出（添付資料：Word管理方法に

ついて） 

・今後の備品管理の方法等については、総務部へ一任してよいか承認をいただきたい。 

→承認する。総務部で運用方法・管理方法含めた様式の作成を行い、第 3回理事会にて提出予定。 

 

2）2026 年以降の学会誌のオンラインジャーナル化について（須藤） 

・メリット  経費削減。紙媒体は印刷代（900 部 105,000円）、郵送代（170 施設 65,000円） 

         編集作業の負担軽減。 

・デメリット 紙媒体でないことで、県士会員が閲覧する機会が減る。 

・他士会の状況 12士会がオンラインジャーナルを活用している。 

        （ドライブ→県学会→オンラインジャーナルの県士会） 

         和歌山県作業療法士会、奈良県作業療法士会の形態が参考になるのではないか。 

※「栃木県作業療法学術誌」の名称については検討が必要。他県士会は「学会誌」が多い。 

学術誌の名称の場合は、論文投稿などが中心。 

・2026 年度以降のオンラインジャーナル化と名称についてご意見を頂きたい。 

→オンラインジャーナル化は承認する。 

→名称については、今後検討していく。 

 

Ⅲ.報告事項 

 

【会長】 

1）士会運営を進める上での確認事項について 
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  １）定款 

  ２）定款施行規則 

  ３）諸規程（賛助会員規程・慶弔規程・会議費規程・旅費交通費規程・謝金規程・財務及び会計 

        規程・広告掲載要綱） 

  ４）業務分掌（定款施行規則の分掌事項） 

  ５）2025・2026 年度 士会方針および行動目標 

  ６）審議概要書の提出期限および議事への事前書き込み 

 

2）2025 年度第 1回協会長・都道府県士会長会議（よんぱち）について 

  開催日時：2025 年 6 月 28日（土）13:00～16:00 オンライン 

  出席者：仲田・渡邉・信末・土屋 

  議事録：後日配信予定 

 

3）2025 年度よんぱち会議日程について 

  第 2回：10 月 25 日（土)～26 日（日）ハイブリッド 

      （士会から 1 名まで現地参加可能、士会から旅費交通費支弁） 

  第 3回：2026 年 2 月 28日（土）オンライン 

  各回 5 名まで士会から参加可能。参加希望の理事は事前に仲田まで。 

 

事務局 

4）会議について 

第１回「協会＝士会員」実現に向けた事務長会議参加 

 日時：2025 年 6 月 25 日（水）19:00 〜 20:50  オンライン 参加者：坂田、堀川 

  内容：協会員＝士会員実現に向けた新方策案について、士会システム導入・運用方法（岡山県） 

 

【総務部】 

5）後援名義について 

主 催 ：一般社団法人 整形外科リハビリテーション学会  

学 会 名： 第 33 回整形外科リハビリテーション学会学術集会 

 

6）総会について 

開催日：令和 7年 6月 29 日（日） 

開催場所：ろまんちっく村 ヴィラ・デ・アグリ 第１研修室 

参加者：37 名 

 

【会員管理部】 

7）会員管理および会費納入状況について（6月 20 日の情報） 

 ・会員数：818名 

  入会届未提出：5名 士会非加入の協会員：138名 協会非加入の士会員：18名 

  入会者：2名（新規 25 名、再入会 3名） 退会者：7名 強制退会者：21 名 

  会費納入：令和 6年度分 2 名（16,000円） 

       令和 7年度分 132 名（1,056,000円） 

           現在の会費納入率 16% 

  領収証（6月 20 日時点）：132 名分発行 
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 ・強制退会者について：令和 6年度分年会費未納にて、21 名を強制退会とする予定。 

総会後、会員資格喪失の通知を送付。 

 

【財務部】 

8）活動費について 

各講座へ送金済み。各会計担当者へ連絡済み。 

 

【福利部】 

9）(株) gene リハノメクーポン発行状況について（2025 年 4 月 1日～6月 25 日現在） 

 ・新入会員 1ヶ月無料クーポン   ：0名 

 ・県士会向け 永久 20％offクーポン ：2名 

 

社会局 

 

【事業部】 

10）作業療法啓発部門について 

 下記催し物において来場者に対してクリアファイルやパンフレットを配布。 

 6/5（木）那須塩原市役所障害者自立支援協議会事業所部会販売会 約 30 部 

 6/8（日）第 25回とちぎリハビリテーションフォーラム 約 140 部 

 

【制度対策部】 

11）特別支援教育・スクール OT推進部門について 

・第 1回会議 5 月 8日開催（オンライン）6名参加 

 関東小児発達委員会での情報交換。5歳児検診については具体的な内容には至っていない状況。 

・協会主催「教育領域への作業療法士参画に向けた意見交換会」7 月 19 日開催に参加予定。栃木県が

話題提供者となっており、部門長の関森氏が「士会における特別支援教育に関する取り組み」を発

表予定。 

 

広報局 

 

【広報部】 

12）会議について 

令和 7年度第１回広報局広報部（会報誌作成・リーフレット作成部門）会議を 5月 14 日（水）に、

Ｚoomにて開催した。第 2回は 7月の中旬ごろを予定している。 

13）会報誌について 

「栃の実 No.113」は、総会終了後の 7月上旬に発行を予定している。 

本年度中には、一般の方向けの広報誌を形にできるように、広報部会議にて検討し編集する予定。 

 

【ウェブサイト管理運営部】 

14）ホームページリニューアル制作作業について 

現在ホームページリニューアル中。できあがり次第、理事会でご意見をいただきたい。 

15）マ・メールから公式 LINEに移行について 

現在、250 人（件）が友だち登録されている。総会終了後、5,500円／月の有料プラン（5,000件／

月）に加入する。 
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※マ・メールは 2025 年 5 月 31 日にて解約済み。 

16）公式 Instagram、公式 Xについて 

公式 Instagram フォロワー30 人、公式 X フォロワー6 人 

ホームページ更新情報、学術大会情報、栃木県作業療法士会活動情報などの発信をしている。 

17）ホームページアクセス数について（別紙資料） 

 

学術局 

 

【教育部】 

18）共通研修班について 

・第一回研修会・第一回事例検討会：7月 5日（土） 

・参加者：22 名（6/17 時点） 

・事例検討報告会は演題が集まらないため中止 

 

19）臨床実習指導者講習班について 

・開催日：8月 9日（土）10 日（日） 

・開催方法：オンライン 

・申込期間終了し協会への参加費納入（資料代）、名簿提出完了 

・参加者：55 名（内訳：県士会員 42 名、他県士会員 10 名、非会員 3名） 

※実務経験 4 年・5年が多い一方、経験年数 20 年以上も 10 名程度参加（最長は県外の 32 年） 

今年度も、県士会員優先申し込み期間を設け、42 名のうち 39 名はその期間に申し込みがあった。

また、今年度から会費を 1,000円値上げしたが、特に会費に関しての問い合わせは来ていない。 

 

【研修部】 

20）分野別研修部門について 

  ・身体障害分野：10 月『前腕と手・指の触診』開催予定 

  ・ 精神障害分野：10 月『事例検討・アクティビティ関連』、12 月『座談会』開催予定 

  ・発達障害分野：11 月、1月『座談会』開催予定 

  ・ 老年期障害分野：1月開催予定 

21）研修会企画運営部門について 

・領域横断型研修：『連携・理論・マネジメント・臨床推論』などから内容検討中 

 講師：調整中 

 日時：9月の日曜日 9:00〜12:30 

 テーマ名（仮）：  

 第１部：全体会 90分『OBP2.0 の概要と実践』 

 第２部：分科会 90分 

  身体障害『退院支援に向けた取り組み〜家屋調査・物的環境の視点で〜』 

  精神障害『院内 OTの頭の中〜多職種連携とマネジメントの観点から〜』 

  発達障害『地域での子ども支援〜学校訪問、５歳児検診等での OTの役割と実践〜』 

  老年期障害『地域で働く OTの頭の中〜多職種連携と家族連携〜』 

・倫理研修会：9月開催予定 

事務局倫理部の友利氏と連携予定。昨年は概要的な内容であったため、今年度は実務的な内容と

し てテーマ・講師を OT協会に打診する予定。 

・学術活動支援研修：8〜9 月開催予定。新入会者向けの企画として福利部の信末理事と連携予定。 
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・座談会：8月開催予定。 

・若手部員企画研修：11 月開催予定。    

 

【学会支援部】 

22）報告事項について：なし 

 

【福祉用具部】 

23）自助具コンテストについて 

・第 15回栃木県作業療法学会にて実施予定。 

 会議と準備を進めている。 

 

地域局 

【地域共生社会推進部】 

24）報告事項について：なし 

 

【地域活動支援部】 

25）会議について 

2025 年度第 1回地域事業支援会議 

主催:日本作業療法士会 

開催日時:6/19(木)19:00～21:00 

参加者:選任者 2名(大藤、佐藤) 、聴講者 3名(菊池、関、山﨑)、合計 5 名が参加。 

 

【災害作業療法推進部】 

26）報告事項について：なし 

 

常設委員会 

27）選挙管理委員会 

報告事項について：なし 

 

特設委員会 

28）第 15回栃木県作業療法学会実行委員会 

会議について 

第 8 回：4月 08日(木) 19:30 ~21:00 参加者：信末、牡鹿、中澤、鶴貝、須藤 全体参加者：16 名 

第 1回：4月 18日(金) 19:30 ~21:10 参加者：中澤             全体参加者：05 名 

第 9回：5月 12 日(月) 19:30 ~20:45 参加者：牡鹿、鶴貝、中澤、須藤    全体参加者：17 名 

第 10回：6月 12 日(木) 1:330 ~21:30 参加者：須藤、信末、牡鹿、須藤誠   全体参加者：16 名 

議事録は「ドライブ→県学会→第 15回（第 1回 POS学会）」で確認可能。 

特記事項 

広報：リーフレットは所属施設、自宅会員に郵送、フォーラムにて配布。 

   公式 LINE、Instagram、士会 HPにて情報発信中。理事の皆様登録お願いいたします。 

   近隣学会にて配布予定。 

学術：20演題の登録あり。目標値は 36演題。 

自助具コンテスト：第 10回会議に須藤誠理事参加いただき、ご説明頂く。 
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29）第 16回栃木県作業療法学会実行委員会 

報告事項なし 

 

30）第 25 回とちぎリハビリテーションフォーラム実行委委員会 

開催日：2025 年 6 月 8 日(日) @健康の森・大講堂 

テーマ：「思春期から社会参加までのメンタルヘルス～揺れる時期を行政・医療・家庭でどう支える

か～」 基調講演：穴水幸子氏（栃木医療センター精神科医長、精神科医） 

シンポジウム：穴水幸子氏、横地信矢氏（栃木県精神保健福祉センター）、松坂伸行氏（青木病院）、

高実子麻衣子氏（栃木登校拒否を考える会） 

進行：野尻真生氏（マロニエ医療福祉専門学校） 

参加人数は156名。OTが33%、その他は教育・当事者（家族含む）の立場の方が比較的多く、その他医

療・福祉・行政等の立場の方が参加した。 

フォーラムを知ったきっかけはポスター・チラシ等を見たとの反応が多いが、その他知人や実行委員

からの案内、HP や新聞等もきっかけになっており、様々な媒体での広報が有効であった。 

アンケートには「様々な立場の意見が聞けて良かった」「今後も継続してこのテーマを考える機会が

あると良い」等の感想が挙げられた。 

フォーラムの様子は 6/24付の下野新聞記事に掲載された。 

 

31）第 26回とちぎリハビリテーションフォーラム実行委委員会 

友利海邦氏（新上三川病院）を実行委員長とし、今夏頃までに委員を集め、2026 年 5・6 月頃開催に向

け準備を進める予定。 

 

32）学術活動支援委員会 

報告事項なし 

 

33）学生会員検討委員会 

報告事項なし 

 

Ⅳ.その他 

報告事項なし 

 


